




8まじ め iこ

本報告書は､港北ニュータウンにおける ｢タウンセンター地区の街づくり

に関する謝査研究｣の一環として行われた "欧州視察"の結果をとりまとめ

たものである｡

タウンセンターは長年に亘る区画整理事業の進展によって概成時期を間近

に控え､また､市の高速鉄道3号緑の開通とセンター内の駅の開業も近づく

中で,いよいよ本格的な街づくりの時期を迎えつつある｡

こうした中で､タウンセンターの計画の見直し等の検討を､昭和62年に発

足した ｢地権者世話人会｣,それを昭和63年から発展的に引き継いだ ｢地権

者代表者会議｣において進めてきたが､その検討の一環として国内外の様々

な事例収集,視察を行ってきた｡

その内海外視察は昭和52年5月25日-6月5日に行われた北米視察に次いで今

回で二度目であるが､前回のアメリカ,カナダ,そして今回の西 ドイツ,イ

ギリス,フランス,スペインを合わせると主要な先進諸国6ヶ国,12都市に

及ぶものとなっている｡

視察内容は単に商業開発を対象とするものに留まらず､ニュータウン開発

や再開発一般,さらに業務開発地区や公園 ･広場,話題の建築物といった広

範なものであり､港北ニュータウンの顔となる中心地区の形成に向けて､様

々な機能が複合し,人々が集まる括気溢れるセンターをつくっていく上で大

いに参考になるものであると考える.そういった意味で､今後センター地区

の具体の街づくりの検討を深めていく中で､本報告書がその一助となれば幸

である｡

平成元年9月



視 察 団 名 頚事

(順不同,敬称略)

団 長 金 子 保 横浜市港北区茅ヶ崎南3-8-21

副団長 徳 江 義 治 横浜市緑区荏田町1324

団 員 ′J＼島 喜 一 横浜市港北区牛久保町1816

大久保 信正 横浜市轄北区中川町2098

枚 洋 秀 定 横浜市緑区荏田東4-12-8

関 敬 一 横浜市港北区勝田南2-2112

金子 三千男 横浜市港北区茅ヶ崎南3-6-17

鈴 木 滑 横浜市港北区大棚町263

岸 芳 秋 横浜市軽北区茅ヶ崎町914

三 村 清 一 横浜市緑区東方町1256

内 野 正 吾 横浜市称区荏田東4-35-5

平 野 泰 二 横浜市緑区大熊町386

関 義 和 横浜市港北区勝田町1216

池 田 徹 横浜市緑区桂台2113-9

深 川 清 治 横浜市港北区茅ヶ崎町602

清 水 利 光 横浜市中区港町ト1横浜市都市計画局港北ニュータウン建設部

石 田 英 昭 横浜市中区港町1-1横浜市都市計画局港北ニュータウン建設部

嶋 田 桂 二 横浜市緑区荏田北1-5-5住宅 都市整備公団港北開発局

白 井 一 男 横浜市緑区荏田北1-5-5住宅 都市整備公団港北開発局

℡ 045-942-2666

℡ 045-91卜0109

℡045-91卜3930
℡ 045-911-0019

缶 045-91卜3234

℡ 045-592-5956

℡ 045-942-3319

℡ 045-591-3811

℡ 045-941-3202

℡ 045-941-1067

℡ 045-94ト0925

℡ 045-471-9703

℡ 045-941-8817

℡ 045-982-7010

日FO451942-2859

8 045-671-2666

℡ 045-671-2680

℡ 045-943-7310

℡ 045-943-7381

松 井 雅 彦 横浜市港北区茅ヶ崎町1820㈱港北都市開発センター ℡ 0451941-3663

岡 利 美 東京都新宿区四谷4-28-20バレエテルネル404㈱アルテy7' ℡ 03-225-6170

添乗員 照 沼 隆 利 横浜市西区北幸1-118横浜東洋ビル6F日本交通公社横浜支店 ℡ 045-312-3341



クアリー･ショッピングセンター (ハンブルク)I

▼ドックランド･サリーキース

･ショッピングセンター (ロンドン)
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1.視察行程一覧表

2.視察先一覧表

3.視察結果枚要

頁等工工編 視 察 内 容

1.ニュータウン一一--- (1)ミルトン･キーンズ ー

(2)セルジイ･ボントワ-ズ ー

2.再開発地区--I--- (1)ハンブルクのバサージュ -

(2)クアリー 一一一

(3)ドックランド -

(4)ラ ･デフアンス ー

(5)バービカン ･･･

(6)コベントガーデン ･一

(7)レ･アール ー

3.既存商店街一一一-I- (i)コロナ-デン通り

(2)ランプラス通り

(3)リージェントストリート等

(4)シャンゼリゼ通り

18

24

30

37

38

42

48

49

50

5 1

5 2

5 3

5 5

4.広場 ･公園等一一一一一 (1)ハンブルク市庁舎前広場

(2)クラインガルテン

(3)グエル公園

(4)レアール広場 -

(5)リュクサンプール公園

(2)ロイズ本社ビル ー60

(3)ポンピドーセンター 一 一61

(4)ルーブル美術虎 - 一一62

(5)バルセロナのオリンピック施設 63

(6)ガウディの建築 一一 一一64

男等工Ⅰ工編 視 察 を 終 え て

1.アンケートの結果

2.意見交換会の記録
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1 . 視 察 行 程 - 紫

日吹 月日 (曜日) 都 市 名 現 地時 間 交通機関 備 考

1 5月10日 (水) 丘のセンター 08:00 バスBA8LH1623 集合

成田空港着東京(成田)栄ロンドン着ロンドン発ハンブルク着 10:0014:0018:3020:5023:00 結団式

2 5月 11日 (木) ハンブルク 公式言方間･ハンブルク建設局

3 5月12日 (金) ハンブルク発バルセロナ着 13:1515:50 ⅠB521

4 5月 13日 (土) バルセロナ

5 5月 14日 (日) バルセロナ発ロンドン着 10:10ll:10 ⅠB618

6 5月15日 (月) ロンドン 公式訪問･ミル トンキーンズ開発公社･ドックランド開発公社

7 5月16日 (火) ロンドン発バリ着 14:3016:30 BA312

8 5月 17日 (水) バリ 公式訪問･セルジイボントワ-ズ車備公社･デフアンス整備公社

9 5月18日 (木) パリ

10 5月19日 (金) パリ発ロンドン着ロンドン発 12:3012:3015:30 AF812BAT
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2 _ 視 察 先 一 覧

種 類 都市 ハンブルク (西 ドイツ) バルセロナ (スペイン) ロンドン及びその周辺 (イギリス) バリ及びその周辺 (フランス)

【二ユ-タウン】 ○シティ.ノード (新規開発業務地区) ○ミルトン.キーンズ ○セルジィ.ボントワ-ズ

･商業系施設 ･セントラル .ミルトン.キーンズ ･セルジィ.プレフエクチュール･セルジィ.クリストフ駅前センター

･業務系施設他 ･セントラル .ビジネス.エクスチェンジ.オフィス ･県庁,市役所,文化センター,芸術センター,オフィス 等

【再開発地区】･地区更新型 (立地施設) ○ハンず .フイアテル (商業施設) ○バービカン ○ラ.デフアンス

○ゲンゼ .マルクト (商業施設) ･芸術センター･業務施設･高層住宅 等 ･業務施設,新凱旋門･レ.カトル .タン (商業施設)OL/.7-)L'･フォラム .チ .アル (商業施設,文.化施設,公益施設 等)

･地区修複型 (立地施設) ○ハンブルガ-.ホフ (商業施設)○カウフマンズ .ハウス (商業施設)○ギャラリ- (商業施設) ○コベント.ガーデン･商業施設･劇場 等

･複合型 (立地施設)[地区更新十地区修復] ○クアリー (商業施設) ○ドックランド･商業 .業務 .住宅 .文化施設等が複合立地

【既存商店街】･路緑型 ○コロナ-デン通り○運河沿いのコロナ-チ ○ランプラス通り ○リージエント.ストリート〇二ユ-&オールド.ポンド.ストリート○スローン.ストリート ○シャンゼリゼ

･バサージユ型 ○再開発商業施設内のパサージユ ○バーリントン.アーケード○ロイヤル .アーケード○ピカデリー.アーケード

･デパート他 ○サン.ホセ市場 ○リバティ.デパート

【広場 .公園等】 ○市庁舎前広場 ○レアール広場○グエル公園 ○ハイドーバーク○トラファルガー広場 ○リエクサンブール公園

【その他特徴のある施設 .街並 ○市庁舎 ○オリンピック施設群 ○ロイズ本社ビル ○ポンピドーセンター

など】 ○中央駅 ○ガウディの建築 ○バッキンガム宮殿 ○ルーブル美術館



3 . 視 察 系吉 =果 概 要

ノヽニノ ブ ノレ ク (西 ド イ ツ )

月 日 時 亥Il 視 察 夕己 視 察 斗犬 況 一作毎 号

5月10日 (水)5月11日 (木) 午後 2:00午後 11:00午前 10:00ll:45午後 12:30 成田発 (BA岳-ロンドン経由-LH1623)ハンブルク着●公式訪問[ハンブルク建設局][現地視察]･ハンザ .フイアテル (バサージユ) 都市計画担当部長 ビーター .イリス氏による説明*長時間にわたり市の概要と商業政策について詳しい説明を受ける.･ハンブルク市の歴史と産業,住宅政策･商業の発展経緯と施設展開 等*摘発な質疑応答がなされる.･特に､商業施設の展開に対する市の関与の状況,施設と土地の関係に関心が持たれた.説明を受けながらの見学昼食を兼ねる <P:視察内容参照頁>P30P33

･カウフマンズ .ハウス (バサ-ジユ) P36

○市庁舎,市庁舎前広場 P56

2:004:00 ○ヴアンスペック .マルクトの 開発会社 "ベル十ドクターライツエ社"の広報担当 P37P56ショッピングセンター ｢クアリー｣○クラインガルテン (都市居住者の郊外菜園) 者に詳しく説明を受けながら見学*倉庫の再開発によってつくられた商業施設好運にも利用者と話しが出来､内部を見せてもらう
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ノヽニノ ブ ノレ ク (西 ド イ ツ ) NO. 2

月 日 時 亥U 視 頼 タ己 視 索 斗犬 況 備 考

5月12日 (金) 午前 8:30ll:00午後 1:153:50 ○市内中心市街地の視察 バサージユを中心としたショッピングモールや商 <P:視察内容参照頁>P51

･コロナ-デン通り 業施設を全て歩いて見学

(歩行者専用道路のショッピングモール) *早朝のため開いている店舗が少ないことが残

･ゲンゼ .マルクトリ サヾージユ 念であったが,商業空間のつくられ方はかな P35

･ハンブルガ-.ホフ (パサージユ)･市庁舎前広葛十ウオーター.フロント･運河沿いのコロナ-チ りしっかり見ることができた○車窓より P34P32･ギャラリー (パサージユ)･ハンブルク中央鳥尺(駅舎) P36



ノヾ ノレセ ロ ナ (ス ノヾ イ ニ/) NO. 3

月 日 時 亥叫 視 帝 タ亡 視 察 可犬 況 備 考

5月13日 (土) 午前 9:3010:00ll:45午後 12:452:308:30 ○モンジュイツクの丘 建設現場には入れないことから､丘の上から施設 <P:視察内容参照頁>

･オリンピック.スタジアム･スポーツ .パレス一体育大学 等○ガウディの作品･カサ .ミラ,カサ .バトリヨ 建設の状況を視察する○車忠より P63P64

･グエル公園･サグラダ .ファミリア教会昼食○ランブラス通り (シンボルロード)○レアール広場 公園内を歩いて視察したが､市街を見渡せるガウディ作のベンチに修複工事のため入れず残念○内部の大部分がまだ工事中であるが､出来上がっている塔の一つに登ることができた○コロンブスの塔からサン.ホセ市場まで歩いて視察.*中央に広い歩行者空間があり､両側が車道になっているタイプの道路で､街路樹 (プラタナス)も大きく豊かであるq*建物に囲まれた､コンパクトにまとまった広場で､ガウディの街灯がある勺*市内最大の市場で､地中海の新鮮な魚と果物が売られ､精気がある013-15世紀に建てられたゴシック地区の中心に位置 P58P64P52P59○ラ.ボケリア (サン .ホセ市境)○カテドラル (カタル一二ヤ.ゴシックの大寺院 P59

-シンボル建築) し､市を代表する建築となっている○
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ロ ニ/ ド ニノ (イ ギ リ ス ) m 4

月 日 時 亥り 視 蕪 先 視 察 状 況 備 考

5月14日 (日)5月14日 (日) 午前 10:10ll:10午後 1:003:00 バルセロナ発 (ⅠB618)ロンドン着○セント.キャサリン .ドック 昼食を兼ねる (ディッケンズ .イン) <P:視察内容参照頁>P40P60(ドックランド.再開発地区)○ロイズ .ビル (近代的な業務ビル) *ヨットハーバーを取 り囲むようにつくられた各種の施設や住宅がまだ新しく､施設建設も盛んに行われている.近くの広場から外観のみを視察○

3:303:45 ○バービカン (再開発地区)○市内祝祭 中央の広場からア-トセンタ-,劇場,教会,女学校,ローマの壁,超高層住宅などを視察する○バスにて一巡*軍容より-一 一セントポ-ル寺院･トラファルガー広場･国会議事堂･ウエス トミンスター寺院･ロンドン塔 等 P48
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ロニ/ドン (イ ギ リ ス ) rn 5

月 日 時 亥リ 視 察 先 視 察 可犬 況 fi3 %

5月15日 (月) 午前 9:0010:30午後 12:002:00 ●公式書方聞 日本担当部長 デビット.スタブラー氏による説明*開発の経緯と計画の概要･ビデオを交えながら､東京との図上比較などによって解り易く説明･｢計画｣と ｢実態Jについて*汚発な質疑応答がなされる･土地所有形態の変遷と開発形態について･行政形態について･センター地区の開発について説明を受けながらの見学 <P:視察内容参照真>

[ミルトン.キ-ンズ開発公社][現地視察〕･NT内住宅地,産業地区 等一巡 P18P38

･セントラル .ミル トン.キーンズ *歩きながらではあつたが､活発に質問が行われ
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ロ ン ドニ/ (イ ギ リ ス ) NO. 6

月 El 時 亥リ 視 察 先 作的 _:革

[現地視察]･アイル .オブ .ドッグス 進出企業の立地状況などを視察しながら､バスにて

･ライト.レイルウェイ (新交通システム) 一巡

･キヤナリー .ウオーフ *広大な地域で大規模な工事が展開しており､数

･バトラーズ .ウオーフ 年後には一気に様々な施設が出来上がることが
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ロニ/ドニノ (イ ギ リ ス ) NO. 7

月 日 時 亥TJ 視 察 先 視 浜 状 況 備 考

5月16日 (火) 午前 9:309:459:50ll:00 ○コベント.ガーデン (ショッピングセンター)○リージエント.ス トリート (商店街) 短時間ではあつたが､内部に入って視察した. <P:視察内容参照真>

*市場の再開発によってつくられた商業施設*早朝のため大部分の店舗が閉まっており､商業施設としての賑わいは見ることが出来なかった車窓より P49P53P53

○ピカデリー .スクエア- (商店街) 同上

○ショッピング .ス トリート等の視察 視察団全員ではなかつたが､ロンドンの中心商業

･ニュー .ボンド.ス トリー ト (商店街) 地区を歩いて視察

･オ-ル ド.ボンド.ス トリート (商店街) *有名店が軒を連ねるストリー ト,建物内の通り

･アーケー ド 抜けをうまく清かしたアーケードは､いずれも

*バーリントン .アーケードロイヤル .アーケー ドピカデリー .アーケー ド･リバティ .デパー ト○バッキンガム宮殿 洗練された "通り"を形成している車窓より

ll:20 ○プライベート.ガーデン 幸恵より

ll:30午後 2:304:30 ○チエルシーのスローン .ス トリー ト ハイ ド.バーク周辺の高級ブティック街と高級住宅

(ショッピング .ストリート) 地を歩いて視察
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NO. 8

月 日 時 亥リ 視 察 先 イ滞 考

5月17日 (水) 午前 10:00午後 12:0012:501:002:303:15 ●公式言方間 市の広報担当 クワンドレ氏による説明*バスで現地を廻りながら説明を受ける･計画の経緯と進捗状況について住宅地と小学校,近隣センターをバスを降りて視察 <P:視察内容参照頁>

[セルジィ .ボントワ-ズ整備公社][現地視察]･セルジィ .プレフエクチュール地区･ベルサン .ド.オーテイル地区 P25P55P42

･セルジィ .クリス トフ地区 歩いて視察

*馬尺前ショッピングセンター *この地域はフランス人が少なく､様々な人種が

ボフィルの住宅○シャンゼリゼ (シンボルロード,商店街)昼食●公式訪問[ラ .デフアンス整備公社][現地視察]･業務ビル,テツト.デフアンス 住んでおり､ニュータウン居住者の階層に偏 りがみられる畢容より建築局都市計画担当 レミ.メイソン氏による説明*開発の経緯と計画内容,計画の変遷について模型等を見ながら説明を受ける･30年に及ぶ計画の大きな移 り変わり (1-3那)が時代を反映して興味深い超高層のオフィスビルや最新の新凱旋門に囲まれた

･人工地盤による広場 極めて人工的な広場と商業施設を歩いて視察
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NO. 9

月 日 時 亥Tj 視 当等 先 イ肩 考

5月18日 (木)5月19日 (金)5月20日 (土) 午前 9:0012:30午後 2:002:15 ○エッフェル塔 シャン .ド.マルス公園から <P:視察内容参照頁>P62

○改造後のルーブル美術館 中庭に出来た新 しいエントランスを外側から視察

･ ｢ガラスのピラミッド｣ (エントランスホール) *Ⅰ.M.ベイによる話題作で､周囲を取 り囲むルーブル宮とは対照的な作品バスを降りて短時間の視察

○レ.アール P50P61P59

*フォーラム .チ .アール *市場の再開発による商業施設

(ショッピングセンター)○ボンビド- .センター (広場,近代的建築)○市内視察昼食○リユクサンプール公園○ノートルダム寺院 (シンボル建築) ･早朝のため店舗がほとんど閉まっており､商業施設としての賑わいは見られず内部には入れなかったが､ロイズビルと同じ設計者による外観を視察*建物前の広場はよくデモ会場として使われるということで,当日も看啓学校のデモがあったバスにて一巡り市庁舎/凱旋門/シャンゼリゼ通り/オペラ座通 り 等木立ちの多い広大な公園*宮殿 (現上院議場)前の並木と広場が美しいフランス .ゴシックの大聖堂で､内部も見学
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1 . - - - タ ウ ン

( 1 ) ミ ノレ ト ン ･ キ ー ン ズ

ll公式訪問先

○ミル トン･キーンズ開発公社

MILTONKEYNESDEVELOFWENTCORF℃RATI(刺

saxonCourt502,AveburyBIvd.,CentralMiltonkeynes,M(93HS

･担当 :日本担当部長 デビッド･スタブラー氏

DavidStabler:Manager-JapanOperations

■ミル トン･キーンズの計画概要

or東南部イングランド調査報告 (SuuthEastStudy,M札G,1964)｣の中で位置付
けられ､1967年に開発公社が設立されて建設が進められている､イギリス最大の

ニュータウン｡

･計画面積 8,760ha

･計画人口 220,000人 (現在約14.5万人)

〇位麿

･ロンドン中心部から北西方約60km一一一鉄 道 :特急利用で約45分

自動車 :高速道路(Ml)利用で約60分

○計画の目標

(》選択の機会と選択の自由を与える

(参交通の利便性を図り.すぐれたコミュニケーションをつくる

③バランスのとれた多様性をもたせる

喧)魅力的な都市にする

⑤住民参加を図る

⑥資源の有効で創造的な利用の実現を図る

■ミル トン･キーンズ位置図 (ロンドン近郊園)
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○全体の構成

･ロンドンから北に延びる都市間高速道路(M l)と高速道路(A5),鉄道の3本

を軸にしたごく普通のグリッドバターンで構成されている｡

･グリッドは概ね1kmで､全体は10kTn四方の比較的整形なニュータウン区域となっ

ている｡

･1kn四方の単位を一つの住区とし､5,000-8,000人の計画としている｡

(人に密度 150-80人/hA)

Jl全体構成図

コミュニティ施設

*人口密度の低さはこのニュータウンの一つの特徴となっているが､英国全体

では世帯構成の変化 (3.1人-2.7､2.8人/世帯)によって住宅難が進み,当ニュー

タウンも当初人口計画25万人から22万人へと計画変更している｡

･シティセンターとローカルセンターで構成し､ローカルセンターは住区の中心

部ではなくて地区幹線道路に沿って蘭置しているのが特徴的である.

*日本企業が20社近く進出しており､日本人居住者のために暁星学園が開設さ

れている.

1 tOOOOO (Lー_L OC 2ぐめDrn

[二 日 :〔'.･∴-;?二

⊂ コ 色 等 叱 正

[= ]ェ x 把 圧

[= 巨 フノス-ース

巨 卦 二 音 圧 l三

-.･.･･ー li JL

チ.テ3籾 にJ'るがま.

● 席 3

JL 中辛JZ

二 .TL-
4 ′ス4

0 感 jHfl濃は

ハスや91hdEで亨くt'_12
1スーJI- 7 - ケ ･ト

2つ-こ-′､-
311稚t:ノクー
41,言クラフ





d甜弟の経緯と実態について

○阿井の農斧

･1967年､英国政府により計画が認可された当時は､ニュータウンの地域は大部

分が農耕地であった｡

･人口は約4万人で,3つの町と13の村に分かれていた8

･国に任命された都市計画専門家をリーダーにして､地元に対する公聴会が行わ

れ､そこで地元の意見を入れた修正計画を立案し環境庁に提出した.

･環境庁はそれを受けて議会に計画を提出し､認可を受けた後 rミル トン ･キ-

ンズ開発公社｣を設立した｡

oミル トン ･キーンズ開発公社

･開発公社はバッキンガムシヤー州や地元市町村の自治体 (DistrictCouncil)

からある程度の権限を委譲されることによって､特別の権限を有する組織となっ

ている｡

--jGき くは､計画のコントロールと土地の取得権限を持つ｡

具体的には､土地の購入,都市の計画,雇用の創出,商業地区や住宅地区の宅

地の販売などである｡

○開発の実態について

･道路親は当初から計画が固定されており､これをベースにした交通の考え方が

このニュータウンの特徴となっている｡

*歩行者と自動車の動岸を分鮭する計画となっているが､従来の草道十歩道型

でなく､別のルート設定をしているところがユニークな点である｡

･道路ネットワークはグリッド (格子状)バターンで形成され､このグリッドに

よるユニットを単位に様々な計画に対応していくことを目指している｡

*開発の度合と広がりを見ながら道路の整備も順次行っていくという方法をとっ

ている｡

･現在､ニュ-タウン全域の約60%まで開発が進んでおり､完成まであと10-15

年かかる予定である｡

･住宅の建設は約2,400戸/年で､約70%が居住者の所有するものとなっている｡

*住宅の形態はセミ･デイタッチ ド･ハウス (2戸連横型)が非常に多い｡

･開発の大きな考え方の違いは国の投資のし方に現れている｡

*1967-79年 :労働党政権によって､基本的に公が提供するという考え方
1979-現在 :保守党政権によって､土地の売却によって新たな計画を遂行す

るとともに､民間からの投資や基金等で整備を進めていくとい

う考え方

*これまでに.土地,資産の売却実横は£1億1.400万に上っており､それによっ

てインフラストラクチュアの整備が進められている｡

･参考)売却実績の内訳一一£5.800万 .道路等のインフラストラクチュアの整備

£5,600万:労働党政権時代のローン返済のために政府に還元

)土地の所有形態について

･現在開発可能な空地の95%が開発公社の所有地である｡

･土地の買収は､当初段階で675ha(1個人から買収)買収後､段階的に買収を進

めてきた｡

*旧来の地主は約150人程度である｡

･買収対象は､農地,森林,その他空地であり､既存集落はこれまでもまた今後

も買収の対象とはしない｡

･買収した用地は､開発整備されるまでは既存所有者にリースし､農耕が続けら

れるようにしており､別人にリースすることもあり得る｡
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tミルトン･キーンズ タウンセンター

.1979年から開発が開始された｡

･ニュータウン開発区域のほぼ中央に位置する.

･初期は､業務施設,行政施乱 警察署等が立地するだけであったが､メインの

ショッピングエリア (1980),娯楽センター (1986),セントラル ･ビジネス

･エクスチェンジ (1987)と施設の集嶺が進み､精気を呈してきた｡だが､ま

だ開発途上であり､センター用地の約l/3は今後の開発が待たれている.

･各種の施設計画が進められているが､現在のところまだ50%の空地がある｡

*シネマコンプレックス :アメリカの企業によって建設されている｡現在10館

の映画館があるが､今後さらに6館増やす予定である｡

来街着の30%がニュータウン外から集中する

フード･センター :2つの大規模スーパーとフリーズンショップを中心に構

成され,最終的に6-7種類,8店舗が入る予定である｡

計画施設の内､フードコートが近々オープンする｡ (各

種のエスニック料理のクックド･フードの販売,2階に

レストランを舌削する)

■セントラル ･ミル トン･キーンズ計画図
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■ミルトン･キーンズ ショッピングセンターの概要

○計画藷元

･敷地面積 :約 12ha

･延床面頚 :125,100Trp

･店 舗 数 : 180店

･載辛台数 : 2,000台

○計画概要

･アクセス動線とサ-ビス動溝を完全に分離することを意図している.

･東西南北の直行する大通りによってグリッドバターンがセンター内にまで及ん

でいる｡

･見辛場は建物の周囲に地上に配置され､歩いて2分以内に2,000台以上､5分以内

の地域に6,000台以上を有している｡ (センター全体で10,000台以上の収容力を

持つ)

･歩行者専用の屋根付きア-ケ-ドを持つ｡ (幅12m､高さ14mの自然光が溢れ

る空間を形成)

･商業施設としては､ニュータウン居住者だけでなく,車で30分圏位の地域をカ

バーする施設展開を計画していることから､ニュ-タウンで必要とされる敷地

の2倍程度の計画となっている｡

I_云･.l.__一重__

◎東三面図 eastelevatIOn

醜 表音i血 血 二面 .L品辿 壷喜連前板血血東南 iirl誠施赫 白壷品荘il.wwmd,zFh -....." ..
北立面皿 northeley封ion

皿 〔u ._崩 義範 再 編 .I,.ljrjF柄 繭 Hii…繭 .描 軒 許 亭 軒 磁 石蒜 も ふ い蒜 詩篇 iik･廟
市立面包 SouThdM tlm
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(2 ) セ ノレ ジ イ ー ボ ン ト ワ - ズ

r公式訪問先

○セルジイ･ボントワーズ整備公社

ESTABLISSEZdENTPUBLICD'AhtmAGELv空刑TDELAVILLENOUVELLEDECERGYPONTTSE

BP47-95012,CⅢモGY-P(刑TOISE

･担当 :広報担当 クワンドレ氏

■計画概要

.パリの北西方約25kmに位置するセルジイ･ボントワ-ズ･ニュータウンはパリの

5つのニュータウンの一つで､最大で最初のものであるB

･イギリスや北欧のニュータウンに比較して､大規模でより複合的なのが特色であ

り､新都市というより新地域と呼ぶのが相応しく､大都市集中 ･古都保存などの

現代的な課題に応えようとするものである.

*全体の計画一一一･計画開発主体 :セルジイ･ボントワーズ新都市公社

･建設 :1970-

･区域面額 :10,850ha(都市部4,000ha)

･計画人口 :330,000人

･雇用者 :110,000人

(工業60,000人,商業および事務所50,000人)

･都市域は15の既存コミューンと広大な農地を含んでおり､そのうちの約37%が都

市化区域である｡

･マスタープランは全域に亘る詳細な計画は立てず､部分的に逐次計画し､建設し

ていくシステムをとっている｡

･都市化区域は大きな緑地と河川をとり巻くように環状に配置されている｡

･全域で二つの大型タウンセンターが計画されており､その一つが県庁を中心に建

設されている. (セルジ.プレフェクチュールのショッピングセンター)
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I4つの近隣住宅地 (Neighborhoods)
○セルジ･プレフエクチュール近隣地一一約650ha

.地域全体の "中心地"としての機能を持ち､地域のための施設 (文化 .管理 ･商

業 ･大学等)と住宅 (25,000人の計画)が計画されている｡

○エラ二近隣地一一約340ha

･工業機能を持った地区で､サービス系施設 (近隣センター)の周辺にまとめられ

た独立 ･共同の住宅を持つ居住近隣地区である｡

○ベルサン･ド･オーテイル近隣地一一約1.100ha

･215haの植林地と45haの保護された農地に囲まれた低密度の居住地区 (2,500戸)｡

○ビュイス近隣地

･居住地および雇用地両方の機能を持つ地区で､住宅は14,000戸の計画となってい

る｡

rセンター地区の遠景 ■住宅地

■セルジイ･プレフエクチュールのセンター計画

･ショッピングセンターを中心に各種施設が建設 ･計画されているi

*レ･トロワ･フォンテーヌ (核的施設)の模要

･売場面積 53,000rrf

･デパート3店,商店100店,レストラン,映画飽,ボーリング場等があるB

*県庁一一県庁広場の地下にはドラッグストア ･ド･ジュエリーズ (映画館2銀,

レストラン,商店数店)

*その他I-体育 ･文化 ･レジャー施設地区 (600席の劇場等),図書館,情報セ

ンター等

大学などの高等教育機関もいくつか設けられている.
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■セルジイ･クリストフ地区のセンター計画

.ビュイス近隣地の中のセルジイ･クリストフ地区には､パリ及びセルジイブレフェ

クチュールと結ぶ鉄道が通っており.この鳥尺前 (CaredeCergy-St.-Christophe)

にセンターが形成されている｡

■セルジイ･クリストフ地区のセンターと周辺

■セルジイ･クリストフ地区のセンター
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○ハンブルクの商業

･ハンブルクは大衆消費が伸びており､資本の流入が盛んで､市内にデパートが

増えてきているo

*これが個人の商店の景気を盛 り上げる役割も担っているが､一方で大規模店

舗の力が強まり､個人商店のアッピールカは弱まってきている｡

･中心市街地は200km位の商圏があり､スカンジナビアや東側との接触も保てる街

になってきている｡

･郊外部では､交通の便の良い地区に個人商店を中心としたショッピングセンター

を作っている｡

*その中で最も大きな規模をもつものが ｢クアリー｣周辺の商業集積 (ヴァン

ズペック･マルクト)である｡

･ハンブルガ-バサージュ

･近年､民間資本が相当程度投資されてくる中で､この10年位の間に形成さ

れてきた｡

･各バサージュの計画には市は1割程度しか関与していない｡大部分が民間

主導型であるD

*市が関与したのは r市庁舎前広場｣と rゲンゼマルクト｣のみである｡

･中心市街地に形成されているバサージュは主要なもので7つあるが､購買

層は若年層とDINt(S(子供のいない共稼ぎ夫婦)が中心である｡ (価格的に

はやや高い)

･空間構成一一･主要なス トリー トにかかるように､パサージュ同士がネッ

トワークできるように形成する｡

･ガラスの屋根をかけ､戸割店舗が両側を埋めるようにつく

る｡

･極力閉鎖的にせず､公的空間の印象を与えるようにする｡

･市民の憩いの場としての役割を持たせ､買物以外の楽しみ

を持ってもらうことに市は重点を置いている.

･当初は10万rrf程度の商業施設で始められたが､現在ではその3倍位になっ

ている｡

･商店街レベルの安全租合がつくられ､イベント等の企画や全般的な安全性

の保持に努めている｡

･計画されたパサージュはほぼ完了しており､今のところ好評で売上も伸び

ており､市民にも評判は良い｡今後は近隣のデパートなどと共同して発展

させていくことも考えている｡

･バサージュが形成される形態は次の3つがある｡

*全く新しくつくるタイプ一一ギャラリー,ゲンゼマルクト

従来の建物を残しながら､修復してつくるタイプ

一一一ハンブルガーホ7,カウフマンズハウス

従来の建物を残しながら,パサージュで間を埋めるタイプ

一一一ハンザフイアテル

･共同利用型のバサージュでは､保険会社が土地を買い上げ,モールをつく

り､個人店舗が賃貸料を払う形が一般的であるっ

*賃貸するに当たっては､商店の雰囲気や業種内容で選定する｡

･市内には約3万台分の駐車場計画 (地下式)があるが､民間の駐車場設置

に関しては市は基本的に関与しない｡

*中心市街地が過密化してきていることから､郊外の地下鉄の馬尺の近くに

駐車場をつくり対応していくことも考えている｡

注) 【バサージュ】

･屋根のある通路空間で､ハンブルクでは'70年代,%わリ頃からガラスの屋

根が主流となっている.

代表的なものが ｢ハンザフイアテル｣ rハンブルガーホフ｣ ｢ゲンゼマ

ルクト｣などである｡

【コロナーデ】

･両側に店舗のあるパサージュに対して.建物内に組み込まれた片側店舗

の通路｡
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■ハンブルクのバサージュ

Ilコロナ-デ (アルスタ一･アルカ-デン)
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(p ハ ニ/ザ ー フ イ ア テ )レ

■ハンザ ･フイアテルの計画諸元

1:所在地

2:帥店8

3･汝打者

4,施工者

5:ディベ ロ ,バ-

6;溝丑･規漠

7･延床im

8･店SF床面領

?:店舗政

:GroβeBlcIChcn,PoststraBc,Huznburg,W est

GerTt)ally

=OGtObcr,19名l

:A代hit.ehezIVOrGerbn,MAI…+Partner

:StrtbagBau-AG

_:Å山iantzk tkZLSYeJSlChcmJ)g5-人G

:雌 コyグワ- I+レンjr達

:37.200ml

:9,4【氾 m 7

:59店Sf

10:駐ヰ舌鼓および形態:星上丘JW 180台

専用牡牛等(1912年12月オー7'-/予定)450台

ll:枝店皆 :ⅩautbatlSFcnDeSAMauEitz:

12:付Jm 設 :事務嵐 スーパーヤーケ,I- ホテル

BLnレベル (デッキLi土鳩)平面図
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@ ハ ン ブ ル ガ 一 一 ホ フ

dハンブルガー･ホフの計画諸元

1斤･=連 ･JungleTnSlleg･Ha皿buTg･WestGcrrzlarLy

2 h･店6 :Sep(ember･1979

3 技打者 :Fans-Joach皿 Frltヱ+Parl8er

5.1- I- ロ 丁バー :IdunaVereLnlgtCVerslchcmngAG･

6･fB逮･戎涙 :3層 (シ･,ビング･レベル)

7.三乗百校 .]8･300m'
さ:店55床面顎 :4･000m1
9 店Sは :36店錆

J2:付Bは Z2 :事拝所

1時平面田 8rsti)細-Plan
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③ グ ン ゼ マ ル ク ト
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@ ギ - ラ リ ー
⑤ カ ウ フ マ ニ/ ズ ー ノヽ,フ ス



(2) ク ア リ ー

Jlが 純

○ベル十ドクターライツェ杜-ショッピングセンター "クアリー"の開発会社

BulllDr.Liedthe:quarree

U-barn/Busse/Taxen Wandsbek-Markt

d#g

O計画諸元

･1988年9月完成

･売場面積 .約40,000nl

･85店舗

･駐車場 :1,000台 (この他に周辺に駐車可能な施設がある)

○概要

･地下鉄の中央駅から約15分の距離にあるヴァンスペック .マルクト駅に接して

立地する郊外型のショッピングセンター

･市中心部を取り巻くいくつかの地域の中心商業地の一つで､最も大きな規模を

有するセンタ-の中心施設

･元々デパートであった所と隣接する倉庫群を一体的にショッピングセンターと

して改造したものである｡

･近隣対応型の日常生汚用品を中心に､若干質の高い品揃えをしているO

･隣接して立地する従来からあるデパートとの競合関係を､1,2階レベルをつ

なぐ歩廊を設置することで来街着の一体化,流動化を図り､共存関係にしよう

と努力しているBこれは､現在のところうまくいっている｡
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.1981年に環境省の管轄下にあるロンドン･ドックランド開発公社 (L上似:)が設

立され 土地の購入から基盤整備までを行っているQ整備後はデイベロツバ-

に売却し施設開発が行われる｡

.即 こ､新交通機関 (ライ トレイルウェイ)が開通し､15の駅と16の車両が完備

している｡

また､ロイヤル ･ドックスには1987年にシティ ･エアポートが開設している｡

･ドックランドの開発の特徴は､全体計画やゾーニングがないことで､まずイン

フラストラクチュアを整備し､ガイドラインをつけ､開発のプロポーザルを受

けてそれを選定していく方法をとっている｡

･元々､地域住民の意識が比較的低い地域であったが･新たな住宅地域の建設

と短期間で雇用を創出するよう計画が進められている｡

*住宅はこれまでの10年間に15.000戸が建設 (40%が地域住民を対象とする)

され､今後さらに15,000戸建設される予定である｡

■ドックランドの全体図

琴 'q .､轟 .E '.;紬 . Tt. .､還 .T蓋 ‥lA.:,A斬 ー◎ ′54 1

/.ヽLCnTk ～ C=fh-【 T-L - .,:一...良 二fi上 OY." ∝ n r -一腰

琵 藁.j義 畜 纂LーllrWf .ヽモし ---Jヽ - ダ こ●も 芳

撃 D書nc.A;a -:e h抄 Jht､…浩 一̀' IL■.■- 亡h G一■▼●▼○-肌VD.= さ - ､ 諾 ㌫ PIt～■一■■■■■■

■ドックランド計画区分図

r【コンドン.qンドン■ CB ワ ッ くフビング サリ一一ドック 1 -■t.. も⊂弓戸≡芦 等
-bー

カナリ-.ウ▼-フJ帽 陀 Z(oンrン.シテ<-一三Tポ→ )

･ー＼ J 圭





■サリードックの計画

.ロンドン･ブリッジからロザリスにかけての地域で､ウオーターサイドの開発と総合

的なコミュニティの開発が進んでいる｡

.ヨットやモーターボート用のマリーナ,オフィスそしてショッピング.モール,住宅

の建設が進んでいる｡

.サリー･キース ･ショッピングセンターが建設されている｡

*約26,000zTfの延床面横を有する｡

デパートメントストア-1店,戸割店舗-So底,フードコートで構成される｡

ロサリードックの住宅地

ロサリーキース･ショッピングセンター

41



(4 ) ラ ーデ フ ア ン ズ

■公式訪問先

○ラ ･デフアンス整備公社

ETABLISSEh厄NTPUBLICPOURL'A肥NAGEZvENTDELAREGIONDELADEFENSE

TourFiatcedex01,92080ParisLaDefense

担当 :建築局都市計画担当 レミ ･メイスン氏

RemiMasson:ArchitecteDPLGUrbaniste

■計画の概要

o##

･デフアンス地区はフランス西部への交通の要衝であり､セーヌ川下流に向けて発

展を続けるパリ地方の産業の中心であった｡そのため､中小工場群や老朽住宅群

が混在する劣悪な環境であった｡

･その整備計画が1956年に認可され､1958年にE･P･A･D(デフアンス地区整備公社)

が設立される｡

*E･P･A･Dの役割は地区の基幹構造の整備に限られ,住宅建築,業務建築などには

関係しない｡

○計画

･計画面墳一一約815ha, (Aゾーン :約115ha,Bゾーン :約700ha)

･建設時期一一1963年～

*計画の変遷一一 ･第 1期 (1958-69年)

･高さ制限を設け,5-6F止まりの建物を想定

18,000人収容の住宅と事務所棟が主体 (3万rrf/樵)

･第 2斯 (1970年代)

･よりスペースの大きな施設が要請され､高層ビルの

建設が計画される｡ (8万nl/棟に変化)

*FIATビルは10万rrf

･第3期 (1980年代)

･1974-76年のオイルショックを受けて､省エネ建築

の要帝が高まるD

･現在は次の2ヶ所を除いて開発は終了している｡

･CNIT(国立産業技術センター)

第 1期の施設である展示会場の内部改変

･テツト･デフアンス (アルシュ)

105mの新凱旋門となる事務所ビル

･計画目標一一 ･パリの都市機能の混乱を招いている中枢業務施設を移転する｡

･同時にパリの都市機能を回復させ､首都機能の拡大 ･発展を図る.

･業務施設の他､文化 ･学術施設,地方行政施設も加えた新 しい精

勤的 ･合理的な都市の創造を目指す｡

･全体構成--1Aゾ-ン :パリのモニュメント紺の延長線上に位置し､これを地

区の主軸とするC

高度に機能分化させた諸交通施設群を重複させる｡

塔状事務所棟群を建設する｡

*1棟の平均 :30数階,25,000m7,全体で延床面積 :

約140万nfの計画であったが,オフィス床面額約220

万nl,600社,約75,000人が働く｡
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*低層階部分に駐車場,商業施設を設ける.

*就業人口 :約40,000人,居住人口 :15,000人

*IBM,ゼt=ツクス,フィアット,プジョー,エッソ,

モービル,エルフ等の国際企業が集積立地している｡

･Bソーン :壌衝空間を挟んで高層住居群を建設する.

*A･B両ゾーンで住宅用地 :400ha,公共用地 :100ha,都市公

園 :72ha

･中間ゾーン :都市公園で囲まれたヘリポートを含む交通施設が配

される｡

*交通用地の4層の立体利用一一下から "地下高速鉄道" "逮

距鮭自動車道" 4駐車場約8,000台" "地区サービス絡 ･歩行

者専用鞍"

ロ断面構成

□Aゾーンの全体計画図
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■レ･カトル ･タンの計画

.1982年3月にデフアンス地区Aゾ-ンにオープンした商業およびレジャーの総合施乱

･延床面頼 :105･000rTf

.全体構成 ‥低層部の3層を商業施設とし･立体処理による業務施設との分離 ･複合化

が図られている｡

｢ラ ･グラン ･プラス｣ rスケートリンク｣ rアーケード通り｣の3つの

ゾーンで空間が構成されている｡

各ゾーンの展開

①ラ ･グラン･プラス

レジャー関連の商業施設として,写真ホール,レコード店,余畷関連の

本屋,本格的な1,000rrlの売り易を持つオモチヤ屋などがある.

サービス関連施設としては､旅行業者,銀行,職業斡旋所,薬局などが

ある｡

その他のレジャー関連施設として､レストラン15軒,ディスコ,映画館,

ジャズクラブ,ダンススタジオが設けられている.

(参スケー トリンク

売り場1,000Tn'のスーパーマ-ケツト "オーシャン"を中心に､食料品や

日用品の専門店が並んでいる｡

衣料品ではオ ･プランタン百貨店系のブリュメルなどがある｡

ここはちょうど駐車場の真上に位置しており,まず最初に多くの人が通

るので､街の中心にみられる賑やかな精気のある市場のような商業空間

となっている｡

③アーケード通り

①②の大空間を結ぶ通 りであり､二層になった真っ直ぐな通りには最新

流行のモードや靴のブティックが並んでいる｡また､22,000rrlの広さを

もつサメテ-ヌ百貨店もここにあり､モード,家庭用品 レジャー関連

の売り場中心の構成になっている｡

E
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ロレ･カトル ･タン･ショッピングセンターの内部
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■ Bゾーンの住宅棟

■チット･デフアンス (アルシュ)

.一辺100m以上の立方体状のオフィスビルで, ｢新凱旋門｣と呼ばれている｡

.1989年7月頃に完成の予定で､現在最終工事が行われている｡

*チット･デフアンス開発公団により建設され､総事業費は690億円が計上されてい

る.

i
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ノヾ - ビ カ ニ/

揖斐

計画の背景

.ロンドンの戦災復興再開発で位置付けられた最大規模の地区である｡

･1959年の rJi-ビカン再開発1959｣が最終案となり建設される｡

計画の目標

①都市内住居の提供-都心の人口減少と交通難に対応し､中 ･高所得者層を対象

とした快適な近隣住区をつくる

②都市内に水と緑の豊かな空間を生み出す-商業施設,アートセンタ-などと人

工湖を含む大きなオープンスペース,歴史的建造物の保全を一体的に開発し,

都心のオアシスを創出する

③土地の高度利用を行う-都心の高地価地区における高い開発コス トを補うとと

もに､多種の機能を立体的に開発する

○計画藷元

･設計 :Chamberlin,Powell良Bon

･開発 :CityofLondon,G.L.C.

･建設 :1965-1981年

･敷地 :24.8ha

･総戸数 :2,113戸

･人口密度 :570人/ha

･駐車場 :アートセンターのデッキ下に2,500台

○地区の構成

･北側-16.Oha-住居および公共施設地区

･南側- 8.8ha-商業 ･業務施設地区

･住宅地区では､連棟ブロックと塔状ブロックがオープンスペースを囲み,土地

の高度利用を図るために歩行者デッキが3-4願レベルで全体を巡っている｡

･池を中心とする中庭には教会が保存され､アートセンターと女学校が建設され

た｡
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(6) - ベ ン ト ガ ー デ ン

J計画概要

o##

.映画 rマイ ･フェア ･レディ｣のワン･シーンとなった青果市場があった地区で､

市場がテムズ河の対岸(ヴオクソール)へ移G･(1974年)したことにより大規模な

ショッピングセンターに生まれ変わったd

.ビクトリア朝様式の建物は歴史的 ･建築的に重要なものとして保存 ･復元され､

修復 ･改善型の再開発が行われた｡

.1980年のオープン時は全体で50ユニット(店舗)を募集し,1,000以上応募があった｡

○計画

･地区面鎖 :約36ha

･計菌人口 :6,000人 (現2.500人程度)

･建物 :地下1倍,地上2軌 レンガ十鉄骨造

延床面萌-8,035JTl､売場面耕一5,063rnz(現49店舗)

〔⊃〔⊃〔⊃〔⊃⊂〕⊂〕〔⊃〔⊃⊂〕〔⊃⊂】〔⊃FT=コ





5 - 威 存 商 店 街

(1 ) コ ロ ナ - デ ン 通 り (ハ ン プ ノレ ク )

dコロナーデン通り

･旧い街並みを活かした商店街で､単断面の歩車共存道路が特徴的｡

･建物の1階部分は列柱と建物内通路で構成されている｡



(2) ラ - ブ ラ ス 通 り (バ ル セ ロ ナ )

■ランプラス通り

.バルセロナを代表するメインストリートで･プラタナスの並木が集る広い遊歩道

を形成している｡

.バルセロナ港沿いに立っコロンブスの塔からカタル一二ヤ広場に至る広い通りで､

ブティックやホテル,レストラン,オペラハウス,市場などが並ぶ｡

*通りの幅員は約40mで､両側にそれぞれ一方通行の草道 (2車線+停車帯)を

前し,中央に20-25mの歩行者専用道路を持つ｡

ロサン･ホセ市場

･ランブラス通りのほぼ中ほどにある市内最大の市場｡

･カタル一二ヤ語の "ラ ･ボケリア (LaBoqueria)''で親しまれている｡

･地中海からの新鮮な魚と果物が安く売られており､いつも大勢の買物客で精気がある｡
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(4 ) シ - ン ゼ リ ゼ 等

■シャンゼリゼ

.シャンゼリゼは凱旋門に向かって右恥 こ店舗が集中しており･高級店が多数入っ

たショッピング･アーケードが多い｡

.轄員約70mで片側5車蕪の道路と片側約12mの歩道で構成されている｡

･街路掛 まプラタナスであるが･足元の視野が開かれていて･車の中からもシャン

ゼリゼの風景が楽しめる｡
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4 . 広 場 一 公 園 等

(i ) ノヽ ン プ }レ ク 市 庁 舎 官旨ノ云 場

■広場

･ハンブルクを代表するシンボル建築となっている市庁舎とその建物の前につくら

れた広場は､市民の憩いの葛として親しまれている.

･日常的にイベントや各種の催しものがあり,多くの人が集まり活気に満ちている｡

･広場の一辺は内アルスター潮から北エルベ川に注ぐ運河アルスタ一 ･フレートに

面しており､直接水辺に接することができる親水空間が形成されている｡

(2 ) ク ラ イ =/ ガ ノレテ ニノ (ノヽ ン ブ ノレ ク )

(クラインガルテンの概要

･クラインガルテン (Kleingarten)は小さな庭園もしくは菜園という意味で､.市民

が庭付きマイホームが得られなくても､土のある碁らしを社会的に保証しようと

する制度である｡

･1983年 r連邦クラインガルテン法｣による一般的な概念規定では次のように記さ

れている｡

･クラインガルテンは契約によって自由に利用できるが､営利目的のために

は利用できない｡

･賃貸借ガーデンとして債権法的基盤に立って運用する｡

･複数の個別ガ-デンに加えて､歩道や遊戯場,クラブハウス等の共同施設

を備えた保養ガーデンも対象とする.

･クラインガルテンの1ユニット

･約100坪のカーデン十10畳程度の手づくりの小屋

*ユニットの規模は自治体によって色々である｡

･ハンブルク,ベルリン,ブレーメン,バイエルン州-約240m2

･シユレスヴイッヒ.オルシュタイン州-約912nf

･ニーダー ･ザクセン州-約181rrf

･連邦平均-387m】

･通常.数十から数百のユニット群により､クラインガルテン団地を形づくる｡

･現在､全国で50万のクラインガルテンがあり､約200万人が利用している.

*1971年の ドイツ都市連絡協議会で､庭のない世帯数の10-15%に相当するクラ
インガルテンの供給が目標とされている｡

･現在､住戸当たりのクラインガルテン数では､連邦平均で約2.2%.ハンブ

ルク-4.5%,ベルリン-4.5%,ブレーメン-10.0%となっている｡

･利用密度一一毎日利用-60%,,%日利用-30%

･クラインガルテンの道営一切は全独クラインガルテン協会がとり行ってきた｡

*土地と施設は概ね市町村有であるが､管理は自主 ･自立の協会が行うという伝

統を持っている｡
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¶ 3 ,

グ エ ノレ公 園 (ノヾノレ セ ロ ナ )

■公園の概要

･当初､荒涼とした丘陵を英国庭園を模した住宅地とすべく計画されたが､現在は

都市公園となる｡

･面積 .約20ha､アントニオ ･ガウディの設計による｡

･主な施設 :2つのゲートハウス,劇的な入り口階段, ドーリス式柱群に支えられ

るマーケット･ホール,その上部のセラミック ･タイル粘りの曲がり

くねったベンチをもつ遊び場などからなり､粗石の傾斜柱に支えられ

た陸橋が土地の形状に合わせて走る｡

/
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(4 ) レ ア - ノレ 広 場 (ノヾノレ セ ⊂ユ ナ )

dレアール広場

･レアール広場はランブラス通りに面した建物の中庭風につくられたコンパクトな

公園である｡

･広場は4階の建物で取り囲まれているが,1階部分は列柱による回廊となってい

る｡

･規模 約40×65mの矩形-約2,600nf

･広場内にはアントニオ ･ガウディの

設計による街灯がある.

*1878年設計,翌年完成一市依頼
の公共施設｡

鋳物製｡円柱項部およびガラス

製ガス灯の笠は全て鉄カブトか

らのデザイン

(5 ) リ ュ ク サ ニ/ブ - ノレ公 園 (ノヾ リ )

1リュクサンブール公園

･17世紀の始め､アンリ4世の王妃マリー･ド･メデイシスのために宮殿とともに造

られた｡

･宮殿一現在はフランス国会の上院議場.

･園内にはメデイシスの泉や数多くの彫刻があり､ニューヨークの自由の女神の原

型の像もある｡



5 . シ ン ポ ノレ建 築 等

(1 ) ノヽン ブ ノレ ク 市 庁 舎

■市庁舎

･市のランドマークとなり､市民が誇りにしている市庁舎である｡

･1897年完成のルネッサンス様式の建物｡

･建物内部は4,000本のオーク材を使っており､会議場はレザー仕立ての壁,金メッ

キの天井,巨大な絵画,アルミ金のドアなどで構成されている.

( 2 ) ロ イ ズ ビ ノレ

I建物概要

･リチャー ド･ロジャースの設計によるロイズ本社ビル (世界保険業界の総本山と

云われる)で､近年､世界的に非常な注目を集めた建築である｡

*建築概要一延床面積 :48,300m',容積率 :約800%

構 造 :RC造,一部鉄骨造,地上12階 ･半地下1階 ･地下2階

*建設概要11986年完成 (1981年着工),総工費 :約360億円

･露出した空調ダクトや鉄骨,屋外のエレベーター,鮮やかなブルーで着色された

クレーンを乗せるなどハイテク建築のイメージが濃厚に印象づけられる｡

･内部には高さ70mのガラス ･ヴォール トで覆われた大ア トリウム空間を持つ｡

6〔)



¶ 3 )
ポ ニノ ピ ド - セ ニ/タ -

■概要

･レ･アールとマ レ地区の中間に位置 し､ "情報と娯楽と文化を集約 した活動的な

センター"を目的に建設され､1977年にオープンした｡

･設計者は伊のレンゾ ･ピアノとロイズビルの設計者でもある英のリチャー ド･t)

ジャースである｡

･施設構成-1延床面積 :93,000nf

(》国立近代美術銀,(診パブリックインフォメーション図書虎,

@産業デザインセンター,⑥音楽研究センター

･保存地区に指定されたマ レ地区に隣接 しているが､新たな再開発手法である協議

整備区域 (ZAC)を適用して､既成の伝統的街並みに捉われない､時代の最先端の

表現を行うことが意図された｡

･大規模な公共施設を導入することで､その地区のアクティビティを大きく変え.

商業空間としても住空間としてもその地域一帯を汚性化させる｡ しかも､現代芸

術センターという高度の文化情報施設を酎することで街の文化的イメージを根底

から変えることになった｡

た.イタリア人.イギリス人らの外人プル-プによって設計され
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(4 ) ノレ - ブ ノレ 美 術 会昏

IJ概要

･これまで,大蔵省と美術館が同居していたルーブル官全体を
美術掛 こ変える､ゲ

ラン ･プロジェの2つの計画が同時に進行するものである｡

･大蔵省は全床面境の1/3を占めていたが､計画後は美術鵡だ
けで17万'rfの延床面積

となる｡

･設計者 :Ⅰ.M.ベイ一一1983年に特命で使命される｡

･エントランスホールの計画-- "ナポレオンの中庭"の地下に
計画され､上部を

覆う底辺35m平方,高さ22mのガラスのピラミッドが建設されてい
る.

qiii 千
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(5 ) オ リ ン ピ ッ ク 施 設 (ノヾノレ セ ロ ナ )

■モンジュイツクの丘を中心としたオリンピック施設

･現在,バルセロナのモンジュイックの丘で1992年に開催されるオリンピックの施

設が建設されている.

･その中で､世界的に有名な日本の建築家磯崎新による rバルセロナ ･スポーツパ

レス｣が注目を集めている｡

名掠 ハルセロナ ･ス･7(-ノハレス

(paJauD･esz)ortsa仙州ltJTc)

所在洩 〇ly一叩rCCorFIPlel.MoJltFU･C
8arCelo爪a

辛.三者 バルセロナ市

J21十着 茨稚薪.JoanCjrEosCafdenal(廷

辛)

JLIE)衝.MartlnezCarton(純ia)

尾A佼21(三内Vt!J)

lNYPESA(年式)

Jos印 MJrlaMLlはn(空調)

Franc■与COLahJSEldJ(dr'1Jl,i)
AIfredDelgado(声台L=頂)

望守看 7ラタ･イソザキチーム十

AOHSA

一芸工苛 つRAGORONA(丘はそJ通)

cOMSA(7351Jii)

五二稲r.i- 唱和 60羊 1月～64羊5月 (子 r･-与J
互)

=升 57lfペセタ (F7701ER)

く三王持牧草〉

盟ペ面lX一一一5万 7000LTl=

JAii･指エーSiき (丘蹟)
RC三主･捜73flt池上8指(下召)

く仕上Ll〉

LEは セラミーJク.ジンク

外聖 プレキャスト=ンクリート ii
石仕上げ

外回りiZ具-アルミサ /ノ

古壷Gj(116001

●バンタドーム

川口術 ･法政大字救援が開果した′くンタド-ムは.大空閉業排の蓬

投に.安全作兼と省力化をもたらしてくれた｡そしてバンタドーム

技術は,海を渡った｡ ソンガポールでは丹下健三氏が . バ′レセロナ

では戦時箭氏が設計を手がけ,現在施工中だ｡世界的に注目されて

いる空間捕道の lつである｡

ト/(ルセロナ ･スポーツパレス

シンガポール ･インドア･スタジ7ム

aヲ



( 6 ) ガ ウ デ ィ の 建 築 (ノヾノレセ ロ ナ )

■アントニオ ･ガウディ (1852-1926)

･カタル一二ヤ地方のレウス市で生まれ､バルセロナで汚指した世界的に有名な建

築家｡

･代表作に100年以上の工事でまだ完成していない ｢サグラダ ･ファミリアJや ｢カ

サ ･ミラ｣ rグエル公園｣などがある｡

･大部分の作品がバルセロナ市内にある.

*サグラダ･ファミリア耕罪聖堂

･晩年をこの建築現場で暮らしたガウディのライフ･ワーク｡今やバルセロナのシ

ンボルとなっている｡

･着工以来100年以上を経ているが､完成までにさらに100年から200年かかるという.

･現在出来ているのは､地下聖堂と東側ファサードの4本の塔などで, rイエスの

■カサ ･ミラ (ミラ･イ ･カムブスの家)

かウディがil!放し/=世f行漣隼のうち

粒t'_荻要fJHJの.別個の入口を伴う2
つのrrT堪 (円とt即日 をもつ7バー ト

である.披trつ水平席の捕層から*.Lる

ファサー ドは､水紘あるいは岩石から

I.r!茄を紺1=とい ,h八､そこには自然

のリズムとの湘fIJと統一が詫み取ILる.

R.fl't3'lよLF羅｣二は特派fl-柵現を見せfJ

がらも全休を統合Lている.

■カサ .)くトリヨ ごく朽'Lbのtlpt:を此-T<LI_Lの.
朋さを稚け-ttfli_･7'きるr=y).

7サー J'にllIl.JIEの7-+〟.2隅に

ほ'.A柱rI'JにうLJるり7J/rt,つ トリビ
ュー/が､そしてtlrf_にセラ三,ク･

タイILEl̂.)のh:師 と小Ll言/JtTJJJllさLLt･X
fmト ー坐し/_I.77･サー ドJhlllをTI'か

に彩色きLtf=qラス･モザイクが柑い､

その)くIIlluか1-か(=うL_1る
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1 . ア ニノ ケ - ト の 結 果

E ] 次の視雛 で印象に新 たもの3つ以内に｡をつけ･印象に残った点をお書き下
さい｡

(》シティ.ノード --

[印象に残った点]

○ミルトン･キーンズ

･鉄道 ･自動車道に恵まれており､立地条件の良い地域であることが良い｡

･ミルトン･キーンズの道路で見られたロータリー式の交差点は良いと思う｡

信号がないため､渋滞も少ないと思う｡

･造成半ばのところもあったが､開発頼榛が港北NTの約4倍もある中で戸建住

宅が案外小さく､日本の郊外住宅の方が質 ･大きさ共に優っていた｡

･土地に対する考え方が日本と大きく異なっていることを現実に見ることが

できた｡具体的には､計画が全体的にゆったりと立てられていることに現

れている｡

･施設等が大きな建物の中に集約されているのが目についたが､ r街｣とし

てのイメージからは馴染まないと思う｡

･最終人口が港北と同じ22万人の都市であり､商業地域が20%あるだけでな

く､公園も20%確保されているという計画的なまちづくりが印象に残った｡

･1つのニュータウン建設のために政府が開発公社を設立していること｡

○セルジイ･ボントワ-ズ

･欧州､特に英,仏のニュータウンは日本の都市開発とは性格が異なり､政

策的な受け皿 (住居,就業先等)としての感もあるが､しかし､そこでの

都市アメニティの創造には参考になるものも多いと思う.

･全体に緑が多く,人口密度が低いため､日照権とは無縁のようだ｡しかし.

特にセルジイ ･ボントワーズにみられるように､低所得者層対策のための

ニュータウンという意味あいが濃いようだ｡

･セルジイ･ボントワーズの戸建住宅や近隣センターは思った程長くなかっ

た｡

○ニュータウン開発全般について

･ニュータウン開発では､日本と違って多年の歴史があるだけに､全てにす

ぼらしかった｡
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[印蒙に残った点]

○ハンブルクのバサージュ

･パサ-ジュづくりの手法は再開発に新しい空間づくりを与えていると思う｡

･全ての商業施設に当てはまると思われるが､自然光を取り入れていること｡

･日本でも応用できそうな考え方で､参考になった.

1相互の連携,つまりネットワークがよくなされている｡

･中に入っている店舗は概して高級品店が多いようだC

○ ドック ･ランド

･商業 ･業務 ･住宅等複合的なまちづくりが特に印象的であったD

･ショッピングセンターが広々としており,コインを使ったショッピングカ

トのシステムは興味深い｡

･造成中,建設中の施設が多く､建設途上の油気を感じた｡

○ラ ･デフアンス

･業務施設地区の再開発でありながら､業務施設の利便性を高めるというこ

とだけにとらわれずに､ランドマークとしての新凱旋門を作り､その地区

としてだけの視点ではなく､パリという街全体として捉え,位置付けてい

る点が印象的だった｡

･新 ･旧の凱旋門が直線上に計画されていること｡

･歩 .革 ･鮭を立体的に作っているのは面白い｡

･誘致企業の内容等は港北ニュータウンの参考として今後研究したい｡

･超高層ビルやシンボル的な建物に感銘を受けた｡

･超近代的ではあるが人間が住むにはどうか｡冷たく,近づき難い感じがす

る｡

･彫刻などのモニュメントが良いD

･パリ近郊の開発で､港北ニュータウン開発には最も参考になる地区であるO

･港北NTの1地区,2地区のタウンセンターを含む開発に役立てられないか｡



｢

.

.

伝)コロナ-デン通り , ---2 ⑧スロー_ンストリート--一一一一一一0

(診運河沿いのコロナ-デ日--.0 ⑨バーリントン .アーケード0

@再開発施設内バサージユー一一一0 ⑩ロイヤル .アーケード-一一一0
伝)ランブラス通り - --3 ⑳ピカデリー .アーケード一日0

⑤サン.ホセ市場 -.- -ー-2 ⑩リバティ .デパート----,0

(むリージエント.ストリ-ト1 ⑩シャンゼリゼー--- 一一日3

○コロナ-デン通り

･街としての景観と気品の高そうな雰囲気｡

･個人商店街を助けるようにショッピングモールがつくられている｡

○ランブラス通り,サン ･ホセ市場

･中央の広い歩道,大きな街路樹,庶民的な市場が印象的だった｡物価も安

かった｡

･都市に生鮮な食品 (魚や野菜 ･果物)は欠かせないので､このような市場

が港北NTにも必要と思う.

･精気があった｡

･歩車融合的であり､かつ広場としてのイメージの強い空間｡

･樹木が自然的で､ぜひ港北NTにも欲しい｡

○シャンゼリゼ

･広い道路に広い歩道､通過交通と買物交通が融合分離していると思った｡

･広幅貝にもかかわらず､両側によく商業施設が立地している｡

○商店街全般について

･都市の商業地域内には､通りだけでなく人が集い,楽しむ必然性を創出し

なければならない｡それは.港北でも大街区だけでは無理で､早急に魅力

度づくりの検討を始めるべきである｡

4r塵 ≡薄 軽二1 (Dハンブルグ市庁舎前広場--2 (むハイド.バーク---- -一一0
(診レアール広場--- --1 ⑤ トラファルガー広場一一一一一一一一.2

(参グエル公園一一一-- ---3 (参])エクサンブ-ル公園一一一-2

[印象に残った点]

○ハンブルク市庁舎前広場

･整然としていて､しかも種々の集会に使用できるのが良い｡

･ハンブルクらしいウオーターフロントが良かった｡

○グエル公園

･一種独特で奇妙だが､人を引きつける何かがある｡

○ トラファルガー広場

･三越のライオンのモデルとなった像が印象的であった｡

○リュクサンブール公園

･雄大な木立ちが整然と立ち並び､全体的に美しかった｡

･マロニエの並木と緑の芝生Oすぼらしい｡

○広場 ･公園全般について

･都市内広場にはその中 (周辺)に必ずモニュメントが必要である｡

車を入れない空間には特に水 (噴水等)を入れた何かが必要である｡

･港北NTの公園づくりの中でもっと魅力度をアップさせねばと思う｡

･ラ ･デフアンスの人工地盤の広場も興味深かった｡

･ハンブルクは全体的に緑に囲まれたコンパクトな街で､川や運河,湖など

水も多く､すぼらしい街である｡
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｣

○商業施設の印象

･ミル トン･キーンズのショッピングセンターは平面的な建物であったが､

その他の国ではシェルターで覆った比較的コンパクトな立体的利用が行わ

れ､アメリカ,カナダに比べて日本的な感じがした｡

･バサージュのガラスの天井,相互のネットワーク､また､ラ ･デフアンス

の立体的な土地の利用法 (ビルの下をくぐる道路や地下を何層にも利用す

る駐車場など)を参考に､狭いスペースを有効に利用することを考えるべ

だ｡地上部分は水と緑の豊かな空間とするのが良い｡

･地下商店街は日本の方が参考になる｡

○全体的な印象

･完熟した街の中で､現代社会に対応した施設利用が上手く行われている｡

･市街地と農地を含んだ緑の区域が完全に分離されており､その結果として.

緑の多い感じのする街 (都市)となっている｡

･土地が個人の所有に関する権利がそれほど強くなく､有効汚用されている｡

･建物の高さや道路との関係等､整然と建ち並んでいる景観は街を落着いた

イメージにしている｡

･古くからの文化施設を十分に引き継いでいる｡

･各国の建物の壁の模様が特に印象に残った｡

･日本の "兎小屋"に強い抵抗感を持って色々と見たが､ロンドン,バリ共

に日本の平均以下の住宅が多く見受けられ自信が持てた｡また､ ドイツに

比べて､ロンドン,バリの道路がきたなく､皮肉にも自信が持てた｡今後

は､欧米崇拝ばかりでなく､港北NTの全ての面に自信を持ってやってゆきた

いと思う｡

･ミル トン･キーンズ,セルジイ･ボント･ワーズ両ニュータウンの緑の多

い点は港北NTでも大いに見習うべきだ｡

･欧州の都市めぐりは､駆け足ではその魅力を理解するには難がある｡今回

も､例えばハンブルクでは中心市街地とヴァンズペックだけでは誤解しか

ねなかった｡その後のクラインガルテンバークや外アルスター湖めぐりが

なければ､ハンブルクの魅力を理解できなかったと思う｡その点で､もう

少し時間をかけて街を視察したかった｡







[互 ] 旅行行程等に関するご意見 ･ご感想

･駐車易を公共施設として充分に確保する必要がある. (シンボル道路下の

公共鹿草場なども考えられる)

○その他

･カナダ,アメリカの視察も､今回の視察も参考になるものばかりだったが.

全てを参考にすることはなかなか難しいので､何をどう参考にすべきか選

択が重要だと思うQ

･中川のセンターはヨーロッパ風にと言われているが､ "ヨーロッパ風"と

は何か,という疑問が残った｡

･適度の業務施設は街を発展させるのに大きく寄与する｡

･近隣の地域からできるだけ多くの人を集めたい.

U L

･前回のカナダ,アメリカに比べて時間的に余裕があって良かったO

欲を言えば1ヶ国3-4日の日数があればもっと良かったと思う｡

･もう少し余裕と無駄のない行程が望まれる.

･第一目的地への直行便が望ましいO

･参加者数は多過ぎず少な過ぎずちょうど良い人数だと思う｡

･時間が不足 (視察,都市滞在共)た中で､よくこれだけ回れたと思う｡

･ミラノへは何故行かないのか｡
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[二享コその他

･皆､無事で帰国出来､成果は上がったと思う｡

･色々思うことは多いが､港北NTに来て艮かったと思われるまちづくりをした

い､またっくってもらいたいと思う｡

･前回のアメリカ,カナダに続いて今回のヨーロッパの研修会に参加でき,大

変勉強になった｡また機会があれば参加したいと思うQ

･韓北ニュータウンのセンター地区のまちづくりでは､超高層建物にコンドミ

ニアム,コンバーチブル ･オフィス,ニユ-オフィス等の施設を商業施設と

併合させてはどうか｡

〟



2∴ 意 見 交 換 会 の 言己録

口 平成元年7月15日 (土)

ロ 於 :都築ふれあいの丘

口 討議要旨

○ 海外研修の目標は､欧州で港北NTでも何か役に立つものを見つけること､もう一

つはそれをどう生かすかを見つけることであった｡そういう意味では､ラ ･デフア

ンスが最も参考になった｡

ラ ･デフアンスでは特に､世界の優良企業が多く立地し11万人も就業者がいること

で,国際性が目玉になっていることが挙げられる｡その中で､いかに人が集まるか

の配慮がマスタープランに反映されていることも挙げられる｡

商業はどこでも同じような作 り方をしているようであるが,港北でも是非真似をし

て同じように作ってみても良いのではないか｡

○ やはりラ･デフアンスが印象的だった｡

人を集めるには､まず人を集める施設を作る｡それに力を注いでいくことが重要だ｡

港北でも目玉になるものを誘致しないと人が集まらない｡それが必要であると強く

感じた｡

○ ランドマークとして新凱旋門を作ったことも大きな魅力づくりになっている｡

○ 旧い建物を上手に生かしているところに関心した｡また､商業施設は概して高い建

物がなく.低い部分でうまくやっているようだ｡

ラ ･デフアンスなどは､役所と公団がうまく役割を分担して機能しているようだ｡

ハンブルクでは.緑をよく活かしており､新しい開発地区でもそれがよく工夫され

ている｡おそらく､専門家の意見が入っており､よくできていると思う｡

建物の高さを統一したり.税金にも配慮したり,それらがまちづくりによく生かさ

れていると思う｡

○ ハンブルクの商業施設は､アメリカ的なモールでネットワークを作って結んでいて

なかなか面白いという印象を受けた｡また､夜間の店舗の展示には照明がよくなさ

れていて､あまり金をかけずにPRするうまい方法だと思う｡

ロンドンでは.メインストリートの旧い建物の外概を保存させて､内部だけを改変

させているのは日本でも積極的に考えるべきだ｡

相対的には､ミル トンキーンズはあまりに平面的で日本とは随分事情が違う｡しか

し大体がアーケードでつくられるショッピングセンターで,一部を除いてコンパク

トにまとめられたセンターになっている｡これは港北NTでも使える点だと思うB

日本は兎小屋だというが､戸建住宅は日本より小さいのが多い.特に日本の計画住

宅地は決して見劣りするものではない｡結果的に､日本のまちづくりにかなり自信

が持てた｡

○ モールで繋げていく商店街の作り方はタウンセンターでもできるのではないか.

そういう全体的な計画であれば､もっと強権を使ってやっても良い｡今回の見直し

の中でも､アメリカ風やカナダ風,中国風といったように､色々な性格を持ったま

ちをつくったらどうか｡

視索はいつも大人が行くが,もっと若い人の意見を聞く場を設けることも大事だ｡

横浜でも､パルコには若者が行き､そごうは大人が行くoやはり,両者の意見交わ

す懇談会みたいな機会を設けたら良い.

0 若者が来るまちは､国際性豊かなものにしないといけない｡

○ ラ ･デフアンスは地下鉄もあり､交通の結節点である｡その駅と上の施設の間が5

屑のデッキになっているが,その一部が駐車場になっており,駐車場ビルの上に建

物があるような形になっている｡港北のタウンセンターでもよりダイナミックに駐

車場の問題を考えていくべきだ｡

新凱旋門は随分前から計画があったが､シャンゼリゼから輔緑の通った所に出来上

がったものが見ることができて良かった｡

ショッピングセンターは､出来た当初はヨーロッパで一番大きいのが売り物だった｡

タウンセンターでもそんな世界一のようなものをつくって話題性を高めたらと思う｡

75



.
-

.
-

]

○ 港北の場合､多摩丘陵の旧さと新しさの中で､その斜面をどう括用するかがポイン

トだ｡いかに斜面をうまく使って立体複合を作っていくか､総合公園とセンターが

一体化されているので､それをうまく使ってつくり上げていくべきだo持ち駒はあ

るのだから､それをうまく括用していきたい｡

○ ヨーロッパは全体的に歴史的な財産を感じた｡長い歴史の中で､きちんと財産を頼

み上げてきたことに関心した｡港北でも歴史に残る,財産となるようなまちづくり

をしていくことが将来的な魅力づくりになると思うq世界に通用するまちづくりを

していくために､若い人達も額極的に参画したセンターづくりをして欲しい.

車社会に対してほどの都市も交通問題が発生しているようであるが､､タウンセン

ターでは将来を見越した道路計画がなされ､さらに駐車場をできるだけ確保してい

くことが必要である｡

ドックランドでは業務施設が印象的だった｡商業施設だけでは人は集まらないので､

相当量の業務施設を入れていく必要を感じた｡

以 上
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